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業績予想の修正に関するお知らせ 

平成 26 年６月 11 日に公表いたしました、平成 27 年４月期第２四半期（累計）の業績予想を下記の

通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

平成 27年４月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 26年５月１日～平成 26 年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

5,203  

百万円 

108  

百万円 

107  

百万円 

78  

円 銭 

12.86  

今回発表予想（Ｂ） 4,892 75 77 73 12.20 

増減額（Ｂ－Ａ） △310  △33    △29    △4     

増 減 率（％） △6.0 △30.6 △27.7 △5.2  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年 4 月期第 2 四半期） 
4,136 46 50 25 4.30 

平成 27年４月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 26年５月１日～平成 26 年 10月 31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1株当たり四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

3,595  

百万円 

30  

百万円 

35  

百万円 

19  

円 銭 

3.26  

今回発表予想（Ｂ） 3,530 5 11 15 2.48  

増減額（Ｂ－Ａ） △65 △24 △23 △4  

増 減 率（％） △1.8 △81.7 △66.8 △23.8  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 26 年 4 月期第 2 四半期） 
－ － － － － 

（注）当社は、平成26年４月期第２四半期においては、個別の四半期財務諸表を開示していないため、平成26

年４月期第２四半期の個別経営成績の記載をしておりません。 



修正の理由 

(１) 第２四半期連結累計期間業績予想の修正理由 

防護服・環境資機材事業におきまして、一般産業向け需要が本格的な景気回復には至らないものの、 

ほぼ予想通りの売上の見込みとなりました。一方、たたみ資材事業については、消費税引上げ後の反動に

よる影響もあり、売上予想を下回る見込みです。また、アパレル資材事業についても、丸幸株式会社子会

社化の影響により前年同四半期比増収の見込みですが、メンズカジュアル部門の売上が低調に推移したた

め、当初予想には及ばない見込みです。加えて中国子会社の売上が低調であったことにより、連結での売

上高は前回発表予想額を310百万円下回る見込みです。 

利益につきましても、売上が前回発表の業績予想より下回る見込みであるため、営業利益で33百万円、

経常利益で29百万円、四半期純利益で４百万円下回る見込みです。 

(２) 第２四半期累計期間個別業績予想の修正理由 

修正理由につきましては、(１)の 第２四半期連結累計期間業績予想の修正理由と同様の理由です。 

(３) 通期の連結及び個別業績予想について 

通期業績につきましては、連結及び個別とも、業績予想を変更しておりません。 

防護服・環境資機材事業において今後、官公庁等の大口案件等の需要の取り込みを図る予定であり、現時

点において通期の業績予想を修正する状況にありません。 

今後、通期の業績予想を修正する必要が生じた場合は、速やかに開示いたします。 

 

（注）上記に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の

業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以   上 


